
 
 

  

審査の結果の要旨 
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 提出された学位請求論文「区分所有型集合住宅に於ける長期品質確保のため

の大規模修繕のあり方に関する研究」は、区分所有型集合住宅の品質を長期間

確保する上で最も重要な大規模修繕に焦点を当て、その実態を明らかにした上

で、今後のあり方を見極めようとした論文であり、全５章からなっている。 

 
 第１章「序」では、先ず、研究の背景、目的、既往の関連研究の成果等を明

らかにしている。具体的には、区分所有型集合住宅の大規模修繕に焦点をあて、

設計図書作成から施工業者への発注、竣工までの一連の過程とそこで用いられ

ている手法の実態を明らかにし、大規模修繕の時期及び範囲についての考察を

中心に大規模修繕のあり方を提示することを目的として設定している。 

第２章「大規模修繕に於ける問題点の抽出」では、管理組合と施工業者を対象

とした調査により、大規模修繕の実態とその過程での問題点を明らかしている。

具体的には、大規模修繕には工事開始後に数量を確定する精算工事（外壁のひ

び割れ等）があること、工事中の騒音対策や防犯対策等の居住者対応が必要で

あること等、新築工事とは異なる特徴を明らかにしている。その上で、大規模

修繕の時期と範囲の決定、工事予算の算出、施工業者の選定、工事中の居住者

対策・安全対策、工事完了後の点検、予算管理という６項目の問題点を指摘し

ている。 

第３章「大規模修繕の時期及び範囲の決定に関する考察」では、先ず、一般

的に長期修繕計画に定められている大規模修繕の周期がおよそ10年であること

に着目し、そうした一律の設定が妥当であるかを、実際に築後 10 年を経過した

区分所有型集合住宅を調査・診断することで検証し、一部部分修繕は必要であ

るが、大規模修繕の必要はないこと、居住者は単なる修繕以外に共用部分、専

有部分の改善を望んでいることを明らかにしている。この結果に基づき、定期

的な調査・診断とそれによる長期修繕計画の見直し、大規模修繕の実施時期の

変更を行うことの必要性、そして、専有部分の調査を同時に行うことの効率性

を指摘している。 

第４章「工事請負契約図書の比較分析」では、大規模修繕工事には新築工事

のような図面がなく、工事は仕様書、見積内訳書、部分詳細図等により行われ



 
 

  

ること、それらの設計図書には標準的なものが普及しておらず、各設計事務所

の蓄積したノウハウにもとづいて作成されていることを明らかにした上で、設

計図書に関する事例調査を実施し、その構成の多様性を明らかにしている。具

体的には、数量公開の手法に着目して設計事務所を類型化することの妥当性を

検討し、それぞれの類型毎に調査対象を設定している。その後、それらの設計

事務所の工事請負契約図書、とりわけ仕様書の比較を行ない、その違いを詳細

に明らかにしている。次に、それぞれの施工業者選定の方法を明らかにし、入

札価格、保有技術レベル以外に重視すべき点とその方法を見極めている。更に、

大規模修繕工事には、工事開始前に確定しない項目があることに着目し、それ

らの不確定要素を考慮しながら予算を管理する方法の実態を明らかにし、実数

精算工事の対象となる故障箇所の調査精度と暫定金額の精度の間に強い相関関

係があることを明らかにしている。 

第５章「終」では、前４章で明らかになった大規模修繕工事の問題点及びそ

れらへの対応方法を、これからの大規模修繕工事の改善に寄与する形で整理し

た上で、関連する今後の研究課題を見極め、本論文の結論としている。 
 
以上、本論文は、広範で詳細な事例実態調査に基づき、これまで明らかにさ

れていなかった区分所有型集合住宅の大規模修繕工事の問題点とそれへの対応

方法を明らかにした論文であり、建築学の発展に寄与するところが大きい。 
 

よって本論文は博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる。 
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